
説解

A
1
の
発
達
と
社
会
保
障

ベ
ー
シ
ッ
ク
ィ
ン
カ
ム
の
功
罪

人
工
知
能
(
A
1
)
の
発
達
が
話
題
と
な
る
中
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
社
会
は
、
わ
が
国
や
世
界
の
経
済
.
社
会
に
と
っ

て
、
半
分
の
人
が
失
業
す
る
「
デ
ス
ト
ピ
ア
」
な
の
か
、
半
分
し
か
働
か
な
く
て
ょ
い
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
な
の
か
、
今
の

と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
、
国
家
が
無
条
件
に
(
勤
労
や
所
得
・
資
産
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
)
、
尿
低

限
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
給
付
を
行
う
制
度
で
あ
る
べ
ー
シ
ッ
ク
ィ
ン
カ
ム
(
以
下
B
1
)
が
提
言
さ
れ
、
世
界
的

な
話
題
と
な
り
、
ス
ィ
ス
で
は
国
民
投
票
ま
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
思
想
的
な
背
晨
導
入
に
当
た
っ
て
の
課
題
な
ど

を
議
論
し
て
み
た
い
。

A
1
社
会
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
か

A
1
の
発
達
が
日
々
、
話
題
と
な
っ
て

い
る
。
象
徴
的
な
出
来
事
は
囲
碁
A
1
「
ア

ル
フ
ァ
碁
」
が
プ
ロ
棋
士
を
次
々
に
破
っ

た
こ
と
で
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
(
深

層
学
習
)
・
自
己
学
習
を
活
用
し
た
進
化

の
ス
ピ
ー
ド
は
、
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
は

る
か
に
超
え
る
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ
れ

が
も
た
ら
す
の
は
、
わ
が
国
や
世
界
の
経

済
・
社
会
に
と
つ
て
、
半
分
の
人
が
失
業

す
る
デ
ス
ト
ピ
ア
な
の
か
、
半
分
し
か
働

か
な
く
て
ょ
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
な
の
か
、
定

か
で
は
な
い
。

確
か
に
、
 
A
1
の
発
達
や
活
用
が
進
め

ば
、
人
手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
わ
が

国
経
済
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
に
な
り
、

経
済
成
長
に
つ
な
が
る
可
能
性
は
高
い
。

土
木
現
場
か
ら
飲
食
サ
ー
ビ
ス
や
ホ
テ
ル

接
客
ま
で
幅
広
い
活
用
が
想
定
さ
れ
、
す

で
に
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

O
T
 
(
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
)
や

1

東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

森
信
茂
樹

も
り
の
ぷ
・
し
げ
き
京
大
法
卒
。
乃

年
大
蔵
省
(
現
財
務
省
)
入
省
、
主
税

局
総
務
課
長
、
財
務
省
財
務
総
合
政

策
研
究
所
長
な
と
を
経
て
W
年
か
ら

現
職
。
一
者
作
に
「
税
で
日
本
は
よ
み
が

え
る
」
(
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
)
、

「
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
税
」
(
日
本
経
済

新
聞
出
版
社
)
、
「
臼
本
の
税
制
何

が
問
題
か
」
(
岩
波
書
店
)
な
ど
。

2
0
1
5
^
に
^
ム
^
さ
^
た
。
そ
こ
に
は
、

医
療
事
務
員
、
国
・
地
方
の
行
政
職
員
、

ス
ー
パ
ー
店
貝
生
産
現
場
事
務
員
、
ビ

ル
清
掃
貝
保
険
事
務
員
、
ホ
テ
ル
客
室

係
な
ど
実
に
多
く
の
職
種
が
、
一
局
い
確
率

(
鉛
%
以
上
)
で
コ
ン
ピ
ユ
ー
タ
ー
に
代

替
さ
れ
得
る
職
種
と
し
て
例
示
さ
れ
て
い

る
。

も
う
一
つ
の
予
測
も
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
も
の
だ
。
こ
ち
ら
は
、
ユ
ヴ
ァ
ル

ノ
ア
・
ハ
ラ
リ
著
の
「
ホ
モ
・
デ
ウ
ス
」
(
河

出
書
房
新
社
)
で
、
 
A
1
の
極
度
に
発
達

し
た
社
会
を
以
下
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

「
A
1
の
発
達
に
ょ
り
、
人
間
を
単
な

る
デ
ー
タ
の
集
合
体
と
み
る
デ
ー
タ
至
上

主
義
が
台
頭
し
て
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
が
わ

れ
わ
れ
を
支
配
す
る
よ
う
な
時
代
が
や
っ

自
動
運
転
な
ど
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
人
と
協
力
し
て
働
く
「
協
働
型
」
口

ボ
ッ
ト
も
普
及
し
つ
っ
あ
り
、
今
後
の
一

層
の
活
用
・
展
開
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
ニ
ユ

ー
ス
も
あ
る
。
野
村
総
合
研
究
所
と
英
オ

ツ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
マ
イ
ケ
ル
.
 
A

オ
ズ
ボ
ー
ン
准
教
授
ら
の
共
同
研
究
成
果

と
し
て
「
日
本
の
労
働
人
口
の
四
%
が

A
1
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
で
代
替
さ
れ
る
可

能
性
が
高
い
」
と
い
う
り
。
ホ
ー
ト
が
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て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
さ
れ
た
少
数
の
特
権
エ
リ
ー

ト
階
級
が
生
ま
れ
、
残
り
の
大
部
分
の
者

は
彼
ら
に
支
配
さ
れ
た
劣
等
力
ー
ス
ト
に

な
る
。
そ
し
て
自
由
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

し
ゆ
う
え
ん

ー
の
基
盤
が
崩
壊
、
大
衆
の
時
代
が
紺
涛

し
果
て
し
な
い
格
差
社
会
が
出
現
す
る
。

人
間
は
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
支
配
さ
れ
た
デ

つ
ち
く
れ

ー
タ
に
代
わ
っ
て
い
ミ
土
塊
の
よ
う
に

流
さ
れ
て
い
く
存
在
に
な
る
」
(
筆
者
要

約
)
。ベ

ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
と
い
う
思
想

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
こ
れ
ま
で

欧
州
の
一
部
経
済
学
者
か
ら
提
唱
さ
れ
て

き
た
最
低
限
所
得
保
障
制
度
(
B
1
)
と

い
う
ア
イ
デ
ア
が
、
新
た
な
視
点
か
ら
よ

み
が
え
っ
て
き
た
。

B
1
と
い
う
の
は
、
国
家
が
無
条
件
に

最
低
限
の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
の
給
付

を
行
う
制
度
で
あ
る
。
大
ま
か
な
定
義
と

し
て
は
、
現
金
給
付
で
あ
る
こ
と
、
(
、
ハ

ウ
チ
ャ
ー
<
利
用
券
>
や
現
物
給
付
で
は

な
い
こ
と
)
、
定
期
的
・
安
定
的
で
予
測

可
能
性
の
あ
る
こ
と
、
す
べ
て
の
人
を
対

象
に
し
た
普
遍
的
な
も
の
で
高
所
得
者
に

も
配
ら
れ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

歴
史
的
に
見
る
と
、
こ
れ
ま
で
普
遍
主

義
を
主
張
す
る
左
派
勢
力
か
ら
、
経
済
的

な
安
定
が
も
た
ら
す
人
間
ら
し
さ
を
実
現

す
る
政
策
と
し
て
提
案
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
後
小
さ
な
政
府
を
実
現
し
よ
う
と
い

う
り
バ
タ
リ
ア
ン
や
新
自
由
主
義
者
か
ら
、

社
会
保
障
制
度
の
ス
リ
ム
化
と
合
わ
せ
て

主
張
さ
れ
て
き
た
。
左
派
は
貧
困
対
策
と

し
て
、
右
派
は
社
会
保
障
制
度
の
ス
リ
ム

化
を
通
じ
小
さ
な
国
家
を
目
指
す
と
い
う

主
張
が
、
同
床
異
夢
と
し
て
共
存
し
て
き

た
。

左
派
の
主
張
の
根
拠
は
、
経
済
的
自
由

や
安
全
と
い
っ
た
社
会
正
義
を
実
現
す
る

た
め
と
い
う
こ
と
だ
。
無
条
件
に
所
得
が

保
障
さ
れ
れ
ば
、
人
々
は
あ
く
せ
く
働
く

こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
、
文
化
や
芸
術
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
い
そ
し
む
こ
と
が

で
き
、
人
間
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
の

富
は
、
過
去
の
世
代
が
努
力
で
築
き
上
げ

て
き
た
も
の
で
社
会
の
共
有
財
産
で
あ
る
、

と
い
う
考
え
方
が
背
景
に
あ
る
。
ま
た
、

現
行
の
社
会
保
障
制
度
と
り
わ
け
生
活

保
護
制
度
は
、
資
力
調
査
(
ミ
ー
ン
ズ
テ

ス
ト
)
が
あ
り
、
き
ち
ん
と
執
行
す
る
に

は
大
き
な
手
間
が
か
か
る
。
そ
れ
に
加
え

て
、
受
給
す
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い
と
い

う
思
い
が
付
き
ま
と
う
の
で
、
生
活
保
護

支
給
基
準
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
実
際
に
保
護
制
度
を
利
用
し
な
い
と

世
界
で
の
議
論

現
実
に
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る
の

は
米
国
ア
ラ
ス
カ
州
で
あ
る
(
図
表
)
。

同
州
は
、
 
1
9
7
6
年
に
州
の
石
油
収
入

の
8
分
の
ー
を
財
源
に
ア
ラ
ス
カ
永
久
基

い
う
人
が
大
勢
い
る
。
条
件
を
満
た
し
実

際
に
利
用
し
て
い
る
人
の
割
合
は
捕
捉
率

と
い
わ
れ
、
世
界
的
に
見
て
半
分
程
度

わ
が
国
で
は
即
%
程
度
し
か
い
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
万
人
が
無
条
件
で
受
給
す

る
と
い
う
B
1
で
は
、
そ
の
よ
う
な
問
題

か
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
右
派
は
、
 
B
1
の
導
入

に
ょ
り
、
生
活
保
護
や
年
金
制
度
な
ど
既

存
の
社
会
保
障
制
度
を
解
体
で
き
る
の
で
、

小
さ
な
政
府
の
実
現
が
可
能
と
な
り
、
減

税
に
つ
な
が
る
と
主
張
す
る
。
社
会
保
障

の
多
く
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
所
得
要
件
や

資
産
要
件
を
官
僚
機
構
で
調
べ
る
に
は
多

く
の
コ
ス
ト
が
掛
か
り
、
こ
れ
が
政
府
の

肥
大
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
国
が
一
律

に
直
接
国
民
に
給
付
す
れ
ば
、
執
行
・
運

営
コ
ス
ト
も
掛
か
ら
ず
効
率
的
で
あ
る
、

と
し
う
こ
と
だ

こ
の
よ
う
に
、
右
派
と
左
派
の
主
張
は

論
拠
が
大
き
く
異
な
る
も
の
の
、
 
B
1
と

い
う
同
じ
政
策
手
段
を
主
張
し
て
お
り
、

そ
れ
が
ス
ィ
ス
の
国
民
投
票
に
つ
な
が
っ

た
り
、
導
入
に
向
け
た
^
会
^
^
が
一
^
わ

れ
た
り
す
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
新
た
に
A
1

の
発
達
と
い
う
要
因
が
加
わ
り
、
米
電
気

自
動
車
メ
ー
カ
ー
、
テ
ス
ラ
の
イ
ー
ロ

ン
÷
ス
ク
最
高
経
営
責
任
者
(
C
E
0
)

や
フ
エ
イ
ス
ブ
ッ
ク
創
業
者
の
マ
ー
ク

ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
C
E
0
ら
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
の
起
業
家
が
一
斉
に
B
1
を
主
張
し

始
め
た
。

そ
の
理
由
は
、
 
A
1
の
普
及
は
飛
躍
的

な
生
産
性
の
向
上
を
も
た
ら
す
半
面
前

述
の
よ
う
に
低
ス
キ
ル
労
働
者
や
知
的
労

働
者
を
代
替
す
る
の
で
、
一
雇
用
・
賃
金
に

大
き
な
打
撃
を
与
え
、
そ
の
結
果
A
1
の

生
み
出
す
経
済
的
価
値
を
消
費
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
経
済
発
展
は
停
滞
す
る

と
い
う
恐
怖
感
か
ら
で
あ
る
。
 
A
1
が
発

展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る

購
買
力
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
シ
リ
コ
ン

レ
ー
の
起
業
家
た
ち
が
気
付
き
、
 
B
1

バ導
入
の
主
張
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。

こ
の
よ
う
に
、
貧
困
問
題
へ
の
対
処

小
さ
な
国
家
づ
く
り
、
 
A
1
の
継
続
的
な

発
展
と
い
う
三
つ
の
要
因
が
重
な
り
、
導

入
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
や
社
会
的
実

験
が
行
わ
れ
る
な
ど
世
界
的
に
議
論
が
盛

り
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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金
を
創
設
し
て
、
訟
年
か
ら
こ
の
「
配
当
」

と
し
て
州
民
に
無
条
件
に
お
金
を
配
っ
て

大
き
な
注
目
を
浴
び
た
の
は
、

2
0
1
6
年
6
月
に
ス
ィ
ス
で
行
わ
れ
た

B
1
導
入
の
是
非
を
問
う
国
民
投
票
で
あ

る
。
成
人
に
対
し
て
毎
月
約
舒
万
円
を
給

付
す
る
案
の
是
非
に
つ
い
て
投
票
が
行
わ

れ
、
賛
成
は
鈴
%
、
 
8
割
弱
が
反
対
と
い

う
結
果
で
否
決
さ
れ
た
。
反
対
の
最
大
の

論
拠
は
、
消
費
増
税
か
金
融
取
引
税
の
導

入
で
賄
う
と
さ
れ
た
財
源
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
オ
ラ
ン
ダ

な
ど
で
B
1
の
試
行
実
験
が
行
わ
れ
、
欧

州
連
合
(
E
U
)
で
住
民
投
票
を
実
現
す

る
運
動
が
行
わ
れ
る
な
ど
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
も
っ
と
も
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、

財
源
問
題
か
ら
完
全
な
B
1
で
は
な
く
、

2
0
0
0
人
に
対
し
毎
月
5
6
0
非
1
を
給

付
す
る
と
い
う
実
験
内
容
で
、
本
来
の

B
1
と
は
異
な
る
と
の
批
判
も
あ
る
。
評

価
報
告
書
は
鉛
年
を
め
ど
に
公
表
さ
れ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
も
財
源
問
題
か
ら
、
 
B
1
と
は

規
模
・
思
想
も
異
な
る
制
度
と
し
て
実
験

が
行
わ
れ
て
お
り
、
政
府
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
も
あ
る
。

ポ
ピ
ユ
リ
ズ
ム
(
大
衆
迎
合
主
義
)
に
と

つ
て
は
う
っ
て
つ
け
の
政
策
で
、
イ
タ
リ

ア
で
は
「
五
つ
星
運
動
」
が
こ
れ
を
掲
げ

て
有
権
者
の
支
持
を
得
て
政
権
運
営
を
担

つ
て
い
る
。
円
年
4
月
か
ら
、
仕
事
を
見

つ
け
る
ま
で
W
力
月
間
支
給
す
る
制
度
が

始
ま
る
よ
う
だ
。

勤
労
モ
ラ
ル
の
問
題

B
1
を
現
実
の
政
策
と
す
る
場
合
に
は

二
つ
の
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
が
あ
る
。

一
つ
は
、
勤
労
と
賃
金
の
問
題
や
勤
労

モ
ラ
ル
そ
の
も
の
に
与
え
る
影
響
で
、
も

う
一
つ
は
財
源
問
題
だ
。

B
1
は
、
所
得
・
資
産
の
条
件
を
付
け

ず
に
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

勤
労
と
所
得
が
切
り
籬
さ
れ
る
。
最
低
限

の
生
活
が
保
障
さ
れ
る
の
で
、
 
3
K
 
(
汚

き
つ
い
、
危
険
)
と
呼
ぱ
れ
る
職
場

)
、

Vで
あ
え
て
働
く
人
は
少
な
く
な
り
労
働
者

不
足
が
深
刻
化
す
る
。
そ
の
結
果
企
業

は
高
賃
金
で
雇
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

経
営
や
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

逆
に
、
 
B
1
が
支
給
さ
れ
る
と
、
一
雇
用
側

は
そ
の
分
賃
金
の
引
き
下
げ
を
求
め
て
く

る
の
で
、
賃
金
の
下
落
を
招
く
の
で
は
な

い
か
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
勤
労
は
自
己
実
現
の
場
と
い

う
高
い
意
識
の
あ
る
社
会
で
は
、
金
だ
け

も
ら
っ
て
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
わ

け
に
も
い
か
ず
、
勤
労
モ
ラ
ル
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
。

加
え
て
、
困
窮
し
て
い
る
人
に

無
条
件
で
お
金
を
配
っ
て
も
、
生

活
必
需
品
を
買
う
と
は
限
ら
な
い
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
や
趣
味
に
浪
費
す
る

場
合
も
あ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
人
生

に
つ
な
が
る
か
疑
問
だ
と
い
う
批

判
も
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
 
B
1
を
給
付

す
れ
ぱ
、
生
き
て
い
く
た
め
に
働

^
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

「
労
働
」
か
ら
解
放
さ
れ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
社
会
に
有
益
な
活

動
を
行
う
「
仕
事
」
に
移
行
す
る

の
で
、
生
き
が
い
や
モ
ラ
ル
低
下

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
反
論

て
調
達
す
る
の
か
と
い
う
点
だ
。
万
人
が

あ
く
せ
く
働
か
な
く
て
も
生
活
で
き
る
費

用
が
1
人
当
た
り
月
W
万
円
(
年
間

1
2
0
万
円
)
と
す
る
な
ら
ぱ
、
わ
が
国

で
は
1
4
0
兆
円
も
の
財
源
が
必
要
に
な

る
。
現
在
わ
が
国
の
税
収
は
釦
兆
円
前
後

な
の
で
、
社
会
保
障
費
(
一
般
会
計
鈎
兆

円
)
の
一
部
が
不
要
に
な
る
と
し
て
も
ど

こ
か
ら
ど
う
や
っ
て
調
達
す
る
の
か
。
「
現

行
税
制
の
組
み
替
え
と
不
要
に
な
る
社
会

保
障
財
源
だ
け
で
捻
出
で
き
る
」
と
い
う

B
1
を
提
唱
す
る
経
済
学
者
が
い
る
が
、

く
、
「
や
り
た
い
こ
と
」
と
「
で
き
る
こ
と
」

を
す
る
自
由
を
与
え
る
た
め
の
制
度
だ
、

と
い
う
の
で
あ
る
。

結
局
は
社
会
実
験
に
ょ
り
判
断
す
る
し

か
な
い
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど
の
実
験

は
、
と
て
も
B
1
と
呼
べ
る
も
の
で
は
な

判
断
の
材
料
に
は
な
ら
な
い
と
い
う

、

くの
が
現
状
で
あ
る
。

6

最
大
の
課
題
は
財
源

最
大
の
課
題
は
財
源
問
題
つ
ま
り

B
1
の
た
め
の
巨
額
の
財
源
を
ど
う
や
っ

る
0

<図表>世界のB1の議論

スイス
(国民投票否決)

アラスカ州
(導入済み)

平均でU

フィンランフィンランド
(2017年より導入実駒年間にわナ

この問、対

カナダ オンタリオ
(2017年より導入実験)任期付きて

ダドル(約
203万円

オランダ ユトレヒ
(2016年より導入実験)実楓ユ

ドル(約

バルセロナスペイン
(2017年より迫入実別が行われる

カリフォルニア州 ストックト
(2018年より導入実制者には月額

クランドて
クトとして

内容

)、子どもに大人に対して毎月
源としては、対してはその4分の

加価値税の引き上1

州の居住者全員に、1年た 1(^~2000ドルを支給。州営で運
インの営業収益をNask arlent Fund

過去最高で、
金額が分配されてきた。

ら無作為に2000~3 抽出して、 2
4卯0円)を支給。月額560ユーロ(約7

社会保障制度の橿助の、 外される。

17年4月より 4000 3年問

ξ、夫婦世帯には2万4

らの導入実験を皮切り1
トレヒトでは、生活保霞を受け取っている成人に月額 1000

が支給される。

'風各県4、より導'き豊; 対象者には現金給付の地区で2
て給付額が異なる。カ、

ンでは2018年1月から痢入実験が行われている。対象
500ドル 5万5000円)が支給される。また、オー
はぺンチャーキャピタルのY combinator社のプロジェ

、月額1000ドルを受給)を対急にした給付実験が開始

(出所)筆者作成
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説
得
力
あ
る
具
体
案
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

2
0
1
6
年
6
月
4
日
号
の
英
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
誌
は
、
 
B
1
導
入
後
も
必
要
と
な

る
医
療
費
(
へ
ル
ス
ケ
こ
を
除
く
社
会

保
障
費
の
国
内
総
生
産
(
G
D
P
)
比
を

計
算
し
、
こ
れ
を
総
人
口
で
割
っ
て
1
人

当
た
り
の
給
付
額
を
試
算
し
た
。
 
B
1
を
、

不
要
に
な
る
社
会
保
障
費
で
賄
え
ぱ
ど
の

程
度
の
規
模
に
な
る
か
、
と
い
う
ア
プ
ロ

ー
チ
で
あ
る
。
認
は
、
わ
が
国
の
医
療

費
を
除
く
社
会
保
障
費
負
担
割
合

(
G
D
P
比
)
は
5
 
・
フ
%
な
の
で
、
そ

れ
を
G
D
P
5
0
0
兆
円
に
^
け
て
、

1

億
2
0
0
0
万
の
人
口
で
割
る
と
、
お
お

む
ね
1
人
当
た
り
年
間
鈴
万
円
(
月
2
万

円
)
程
度
に
な
る
と
い
う
試
算
結
果
を
示

し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
と
て
も
B
1
と
は

一
言
え
な
い
の
で
、
新
た
に
所
得
税
や
消
費

税
で
財
源
を
探
し
出
す
必
要
が
あ
る
。

高
所
得
者
の
所
得
税
大
幅
引
き
上
げ
や
、

炭
素
税
や
士
地
税
さ
ら
に
は
資
産
税

相
続
税
金
融
取
引
税
ロ
ボ
ッ
ト
税
の

導
入
な
ど
が
内
外
の
学
者
か
ら
提
案
さ
れ

て
い
る
。
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
(
租
税
回

避
地
)
に
留
保
さ
れ
て
い
る
巨
額
の
財
源

に
課
税
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
も
あ
る
。

知
的
財
産
権
は
社
会
に
築
か
れ
た
イ
ン
フ

ラ
か
ら
生
じ
た
も
の
な
の
で
、
そ
れ
を
社

会
共
有
の
財
産
と
し
て
B
1
の
財
源
と
す

る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。

筆
者
が
皮
肉
に
思
う
の
は
、
 
B
1
を
提

唱
す
る
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
・
米
国
1
T
起

業
家
が
、
自
ら
の
税
金
を
巧
妙
な
タ
ッ
ク

ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
ょ
り
タ
ツ
ク
ス
ヘ
イ

ブ
ン
に
隠
す
国
際
的
租
税
回
避
を
大
規
模

に
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
は
彼

ら
や
彼
ら
の
経
営
す
る
会
社
が
、
き
ち
ん

と
税
金
を
納
め
た
上
で
提
案
す
る
か
、
自

ば
く
だ
い

ら
の
莫
大
な
資
産
を
寄
付
し
て
基
金
を
つ

く
り
賛
同
者
を
呼
び
掛
け
て
は
ど
う
か
。

わ
が
国
で
財
源
メ
ニ
ユ
ー
を
示
し
て
い

る
の
は
日
銀
審
議
委
員
の
原
田
泰
氏
だ
。

原
田
氏
は
B
1
の
内
容
と
し
て
「
卯
歳
以

上
人
口
の
1
億
4
9
2
万
人
に
月
7
万
円

(
年
鉾
万
円
)
、
鉛
歳
未
満
人
口
の

2
2
6
0
万
人
に
月
3
万
円
(
年
託
万
円
)

を
支
給
す
る
。
結
婚
し
て
い
る
か
ど
う
か

は
問
わ
な
い
」
と
い
う
案
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
鮖
・
3
兆
円
が
必
要
に
な

る
と
し
て
、
次
の
具
体
案
を
提
示
し
て
い

る
。

「
必
要
財
源
鮖
・
 
3
兆
円
は
、
 
B
1
の

給
付
を
現
在
の
所
得
に
加
え
た
上
で
一
律

釦
%
の
税
率
で
所
得
税
を
課
し
π
・
3
兆

円
を
調
達
す
る
。
こ
こ
か
ら
廃
止
さ
れ
る

所
得
税
収
玲
・
 
9
兆
円
を
差
し
引
く
と

4
兆
円
が
得
ら
れ
る
の
で
、
あ
と
不

船足
分
は
噐
・
9
兆
円
と
な
る
。

B
1
導
入
で
不
要
に
な
る
社
会
保
障
費

は
、
老
齢
基
礎
年
金
玲
・
 
6
兆
円
、
子
ど

も
手
当
1
・
8
兆
円
、
雇
用
保
険
1
・
5

兆
円
で
、
こ
れ
ら
を
廃
止
し
玲
・
9
兆
円

を
捻
出
す
る
。
次
に
公
共
事
業
予
算
5
兆

円
、
中
小
企
業
対
策
費
1
兆
円
、
農
林
水

産
業
費
1
兆
円
、
民
生
費
の
う
ち
福
祉
費

6
兆
円
、
生
活
保
護
費
1
 
・
 
9
兆
円
、
地

方
交
付
税
交
付
金
1
兆
円
の
合
計
巧
・
9

兆
円
は
、
生
活
維
持
の
た
め
に
使
わ
れ
て

い
る
の
で
廃
止
す
る
。
つ
ま
り
①
削
除
可

能
な
社
会
保
障
関
係
費
玲
・
9
兆
円
と
②

公
共
事
業
費
等
巧
・
 
9
兆
円
を
加
え
た

8
兆
円
が
得
ら
れ
、
こ
れ
は
不
足
財

鉐源
訟
・
 
9
兆
円
を
上
回
る
」
(
筆
者
要
約
)

B
1
導
入
の
た
め
に
、
公
共
事
業
予
算
、

中
小
企
業
対
策
費
農
林
水
産
業
費
地

方
交
付
税
交
付
金
を
十
数
兆
円
削
減
す
る

と
い
う
の
は
、
か
つ
て
の
民
主
党
マ
ニ
フ

エ
ス
ト
と
同
じ
発
想
で
、
現
実
性
に
大
い

に
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
所
得
税
を
課
税

最
低
限
な
し
で
一
律
釦
%
課
税
す
れ
ぱ
、

高
所
得
者
ほ
ど
得
を
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
原
田
試
算
に
は
多
く
の
疑
問
や

問
題
が
あ
る
と
言
わ
ぎ
る
を
得
な
い
。

給
付
付
き
税
額
控
除
の
検
討
を

B
1
の
発
想
に
は
今
日
、
社
会
不
安
や

将
来
不
安
が
高
ま
り
、
さ
ら
に
は
A
1
の

発
達
で
格
差
社
会
や
失
業
社
会
が
予
想
さ

れ
る
中
、
共
感
す
べ
き
考
え
方
が
含
ま
れ

て
お
り
、
今
の
う
ち
か
ら
世
界
中
の
論
者

で
需
し
て
い
く
こ
と
は
、
決
し
て
無
駄

で
は
な
い
。
一
方
で
、
現
段
階
で
は
財
源

ま
で
詰
め
た
具
体
的
な
政
策
提
言
で
は
な

く
、
抽
象
的
な
社
会
思
想
に
と
ど
ま
る
。

さ
ら
に
は
、
 
B
1
で
大
き
な
政
府
を
志
向

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
政
府
の
効
率
化
を

目
指
す
新
自
由
主
義
的
な
政
策
と
し
て
導

入
す
る
の
か
、
こ
の
点
を
議
論
し
て
集
約

し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
、
支
離
滅
裂
な
議
論

に
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

多
く
の
論
者
は
、
 
B
1
に
取
っ
て
代
わ

る
制
度
は
、
就
労
を
条
件
に
し
て
一
定
の

金
額
を
給
付
(
あ
る
い
は
税
額
控
除
)
す

る
給
付
付
き
税
額
控
除
で
あ
る
と
主
張
す

る
。
こ
の
制
度
は
「
勤
労
を
始
め
て
所
得

の
低
い
段
階
で
は
、
個
人
や
世
帯
に
対
し

て
一
定
額
の
税
額
控
除
を
与
え
、
税
負
担

が
少
な
く
控
除
し
切
れ
な
い
場
合
に
は
給

付
(
社
会
保
障
給
付
)
す
る
。
所
得
が
増

加
す
る
に
つ
れ
て
税
額
控
除
額
(
減
税
額
)

も
増
え
て
い
く
が
、
一
定
の
段
階
で
上
限

に
達
し
、
そ
の
後
は
逓
減
し
消
失
す
る
」

と
い
う
制
度
で
あ
る
。
低
所
得
時
代
は
、

働
く
ほ
ど
税
額
控
除
額
が
増
え
る
の
で
、

勤
労
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め

る
効
果
が
あ
る
。
ま
た
、
家
族
の
人
数
に
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通
帳
の
功
罪

あ
る
民
放
の
ク
ィ
ズ
番
組
の
問
題
。

「
公
立
図
書
館
が
子
ど
も
の
読
書
離
れ

対
策
と
し
て
、
図
書
力
ー
ド
を
『
あ
る
物
』

に
替
え
た
と
こ
ろ
、
児
童
書
の
貸
し
出
し

が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
さ
て
『
あ
る

物
』
と
は
何
で
し
ょ
う
」

答
え
は
「
読
書
通
帳
」
。
放
映
で
は
、

館
内
に
A
T
M
の
よ
う
な
機
械
を
設
置
し
、

そ
こ
に
読
書
通
帳
を
入
れ
る
と
、
日
付
、

本
の
名
前
、
本
の
価
格
が
印
字
さ
れ
る
仕

組
み
を
紹
介
し
て
い
た
。
本
を
読
む
ほ
ど

通
帳
が
埋
ま
っ
て
い
き
、
読
書
意
欲
を
促

す
。
親
や
友
達
に
自
慢
し
た
く
な
る
し
、

通
帳
を
持
つ
と
大
人
の
よ
う
な
気
分
に
な

る
だ
ろ
う
。
子
ど
も
の
心
理
を
見
事
に
つ

い
た
手
法
だ
と
感
心
し
た
。

同
時
に
、
日
本
人
の
「
通
帳
好
き
」

D
N
A
が
、
子
ど
も
た
ち
に
強
く
継
承
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。
日
本
人

は
、
一
局
齢
者
を
中
心
に
通
帳
選
好
が
強
い
。

た
だ
、
金
融
機
関
側
か
ら
見
る
と
、
通
帳

に
は
さ
ま
ぎ
ま
な
コ
ス
ト
か
か
か
る
例

え
ぱ
、
耐
性
の
強
い
用
紙
や
バ
ー
コ
ー
ド

の
費
用
の
ほ
か
、
銀
行
に
は
印
紙
税

(
2
0
0
円
)
も
か
か
る
。
通
帳
記
入
機

能
の
付
加
に
ょ
り
、
 
A
T
M
の
製
造
・
維

持
費
用
も
割
一
局
に
な
る
。
規
制
金
利
時
代

に
十
分
な
預
金
運
用
利
ざ
や
が
確
保
さ
れ

て
い
た
名
残
か
ら
、
通
帳
は
原
則
無
料
だ

、
)
、

か
、
今
や
金
融
機
関
の
利
ざ
や
は
極
め
て

薄
い
。
こ
う
し
た
中
で
、
多
く
の
金
融
機

関
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
残
高
や
取
引
履

歴
を
閲
覧
す
る
「
通
帳
レ
ス
預
金
」
を
提

供
し
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
通
帳
付
き
預

金
は
多
い
。
通
帳
の
使
用
は
エ
コ
で
な
い

上
、
紛
失
し
た
場
合
に
悪
用
さ
れ
る
り
ス

ク
も
あ
る
0

金
融
機
関
が
、
通
帳
を
廃
止
な
い
し
大

幅
に
削
減
す
る
に
は
ど
ぅ
し
た
ら
よ
い
だ

ろ
、
つ
力

第
一
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て

通
帳
レ
ス
預
金
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
え
る
顧
客
の
預

金
は
全
て
通
帳
レ
ス
に
誘
導
す
る
。
例
え

ぱ
デ
ー
タ
閲
覧
期
間
を
長
期
化
す
る
と
か
、

家
計
簿
ア
プ
リ
と
連
携
し
て
複
数
口
座
の

残
高
を
把
握
可
能
に
す
る
。
一
局
齢
者
に
は
、

セ
キ
ユ
リ
テ
ィ
ー
を
確
保
し
た
上
で
、
音

声
認
識
A
1
が
電
話
で
の
残
高
照
会
に
素

早
く
答
え
る
よ
う
に
す
る
(
現
状
の
テ
レ

ホ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
は
、
何
度
も
入
力
を
繰

り
返
さ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
一
局
齢
者
が
使
い
に
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第
二
に
、
通
帳
を
希
望
す
る
顧
客
か
ら

は
、
相
応
の
通
帳
代
金
を
徴
収
す
る
。
通

帳
レ
ス
預
金
の
利
便
性
を
高
め
て
も
、

通

帳
使
用
に
コ
ス
ト
負
担
崔
わ
な
い
と
顧

客
行
動
は
変
わ
る
ま
い
。

第
三
に
、
休
眠
預
金
制
度
の
周
知
。
休

眠
預
金
と
は
過
去
W
年
間
に
全
く
口
座
の

異
動
が
な
い
預
金
で
、
本
年
初
か
ら
制
度

上
発
生
し
て
い
る
。
休
眠
預
金
に
な
る
と
、

預
金
保
険
機
構
に
移
管
さ
れ
民
問
公
益
活

動
に
利
用
さ
れ
る
(
所
定
の
手
続
き
に
ょ

り
預
金
者
の
事
後
的
な
資
金
回
収
は
可

能
)
。
本
制
度
を
顧
客
に
周
知
し
、
不
要

な
預
金
口
座
の
解
約
を
促
し
て
は
ど
う
か
。

日
本
の
人
口
は
ー
・
2
億
人
だ
が
、
預
金

口
座
数
は
口
億
と
も
い
わ
れ
て
お
り
、
毎

年
1
2
0
0
億
円
も
の
休
眠
預
金
が
事
実

上
発
生
す
る
状
況
は
異
常
だ
。
不
要
口
座

の
解
約
に
ょ
り
、
通
帳
付
き
口
座
の
総
数

を
減
小
ノ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

冒
頭
に
紹
介
し
た
読
書
通
帳
は
優
れ
も

の
だ
が
、
使
用
期
間
は
一
定
年
齢
ま
で
に

制
限
す
べ
き
だ
と
思
う
。
読
書
好
き
な
子

ど
も
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
預
金
通
帳
好

き
に
な
ら
な
い
こ
と
を
願
う
。

■
金

応
じ
て
税
額
控
除
額
を
増
や
す
こ
と
に
ょ

り
、
子
育
て
を
経
済
的
に
支
援
す
る
と
い

う
効
果
も
持
つ
。
米
経
済
学
者
フ
リ
ー
ド

マ
ン
の
「
負
の
所
得
税
」
を
原
型
に
し
て

1
9
7
5
年
に
米
国
で
導
入
さ
れ
た
。
そ

の
後
2
0
0
3
年
に
英
国
ブ
レ
ア
政
権
の

下
で
、
勤
労
を
通
じ
て
自
助
努
力
で
社
会

保
障
を
行
う
(
ワ
ー
ク
フ
エ
ア
)
と
い
う

思
想
に
ょ
り
、
「
第
3
の
道
」
と
し
て
導

入
さ
れ
実
績
を
挙
げ
、
一
局
い
評
価
を
得
た
。

そ
の
後
欧
州
に
広
ま
り
、
今
で
は
欧
米
の

共
通
政
策
と
な
っ
て
い
る
も
の
だ
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
下
で
も
1
人
当
た
り

賃
金
は
伸
び
悩
み
、
中
間
層
の
二
極
化
も

進
ん
で
い
る
。
 
A
1
の
発
達
は
、
さ
ら
な

る
格
差
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
の

際
に
準
備
す
べ
き
政
策
は
、
税
制
と
社
会

保
障
を
一
体
的
に
運
営
す
る
給
付
付
き
税

額
控
除
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
導
入

に
ょ
り
、
世
帯
単
位
で
の
所
得
把
握
も
可

能
に
な
っ
て
い
る
。
あ
と
は
政
府
の
や
る

気
だ
け
だ
。
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